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日  時 平成 1５年 5月 18 日（日）8 時 50 分～15 時 00 分 

場  所 城南島  海浜公園 
ねらい 自然に親しませる。（潮干狩り） 木の葉章 自然 

もちもの 
費用 

いつものとおり、水筒、おにぎり、水着、Ｔシャツ、サンダル、スポーツタオル 
費用大人 420 円、スカウト以外の小学生 220 円。 

準 備 ロープ（持っている方）・熊手、シャベル（持っている方）・バケツ・ビーチボール・ホース・貝
のおもちゃ（村上副長）・クーラーボックス・おやつ（大櫛副長）、絵本（秋本リーダー） 

参加人数 スカウト：１５名 見学：１名 スカウトの兄弟：２名 
指導者：６名 ローバー：１名 
保護者：５名 

概                要 

  8:50  鹿嶋神社集合 出欠 確認 
         隊長のことば（バスでのマナー）・トイレ・ジャンケン 
9:05  鹿嶋神社発 
9:30  大森駅 バス乗車（京急 32 系統 城南島循環） 
       バスカード購入：大櫛副長  大人 210 円  小学生 110 円  
9:55  城南島 4 丁目バス停下車  
 10:10  城南島海浜公園 キャンプ場横広場着 
 10:10  着替（水着）・トイレ 

潮干狩りの諸注意：大櫛副長（諸注意：潮干狩りエリア・組ごとの 
行動・帽子、軍手の着用） 

 10:30  潮干狩り 
     ・指導者は熊手等を使い、スカウト達が貝を採りやすくする。 
・ 取った貝は各自クーラーボックスに入れる。 
・ 保護者に貝の選別を依頼し、スカウト達の着替えは指導者が行なう。 
・ 小さい貝は、スカウト達が小さい貝を自然保護の目的で海に戻す。 

 11:50  潮干狩り後片付け及びトイレ、手洗い 
・ 保護者に貝の選別を依頼し、スカウト達の着替えは指導者が行なう。 
・ 小さい貝は、スカウト達が小さい貝を自然保護の目的で海に戻す。 
・ 小さい貝の砂に潜っていく様子を観察。 

12:30  食事 
13:00  ゲーム等 
         ①猛獣狩り（村上副長） ～ 2 チームに分ける 

猛獣狩りに行こう（３回）→潮干狩りに行こう（２回） 
②ドッチボール（１回戦） 
ルール説明：村上副長 
ドッチボールエリア設置：大櫛副長・森副長他 ～ロープを使う 
③おやつ（鈴木副長）～勝ったチームからおやつを配布。 
④絵本（秋本副長） 

 13:50  集合・トイレ・ジャンケン 
13:55  城南島海浜公園出発 
14:07  城南島 4 丁目バス停 バス乗車 
         支払：大櫛副長  大人 210 円   小学生 110 円 
14:30  大森駅着 
14:50  鹿嶋神社着 

木の葉賞・小枝賞・講評・次回案内・大きな輪・解散（伊藤隊長） 
※解散後、貝をスカウト達に分ける。 
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【トピックス】 
・ 天候は曇り 
・ 初参加：荻原君（母親同伴）  見学：池田君（両親同伴） 
・ 潮干狩りは大きいものが結構採れる。 
・ ともきが猛獣狩りで負けたため泣くが、すぐに気を取り直して猛獣狩りに参加。 
・ えっちゃんがドッジボールでりゅうせいと喧嘩して泣く。りゅうせいが謝り、仲直り。 
・ 小枝賞：けい君（木の葉賞10 枚） 
・ 潮干狩り中、海岸で監視の伊藤隊長・大櫛副長の服が何故かずぶ濡れに。海から監視の村上
副長が写真と撮りながら監視を続ける。鈴木副長こける。 

 
【評価、反省】 
１． 天気も曇り、気温も良好で、絶好の潮干狩り日和。潮干狩りはスカウト達も一生懸命貝採りに熱
中し楽しんでいたと思う。また、理由を説明して、小さい貝はスカウトの手で海に返す。その時、貝
が砂の中にもぐる様子をスカウトが見て喜んでいた。 

２． 食事も、潮干狩りでお腹が減ったのか、全員、13:00 前に終了。 
３． 村上副長の猛獣狩りは大いに盛り上がったが、ドッジボールは一部のスカウトがルールの不徹底
等で参加していなかった。また、久しぶりのゲームでスカウト２人が泣く。負けず嫌いとゲームに熱
中しての喧嘩によるもの。やはり、ゲームを活動の中にもう少し取り入れ、ゲームになれさせ、全
員が楽しくできるようにすべきだと感じた。 

４． 木の葉賞の授与は工夫したが、最後で失敗し、余り受けなかった。 
５． 活動内の時間割はズレが起きたり、多少、時間の読み違えを起こしたが、始まり終わりは活動計
画の時間通りであった。活動計画で多少、余裕を持たしていたのがよかった。 

６． 但し、潮干狩りは私を含め、指導者達が熱中しすぎたのが気にかかる。ローバーから手伝いの倉
本君の方が海辺で子供達と最初から最後まで貝を採っていた。監視役は交代制にすればよかっ
た。 

 


